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〉
容
内
な
主
〈

　
亀
山
重
光
議
員
の
辞
職
に
よ
り
、 

欠
員
中
の
一
部
事
務
組
合
及
び
特
別

委
員
会
の
人
事
を
三
月
定
例
会
初
日

に
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
に
本
会
議
で
、 

加
茂
市
・
田
上

町
消
防
衛
生
組
合
の
議
会
の
議
員
選

挙
を
指
名
推
薦
で
行
い
、 

樋
口
博
務

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、 

三
条
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
の
議
会
の
議
員
選
挙
を
指

名
推
薦
で
行
い
、 

安
武
秀
敏
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

特別支援学級が設置された七谷小学校

総括質疑を行う連合審査会（3月10日）

請
願
の
処
理
経
過
と
結
果

医
療
問
題
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
　会
　人
　事

　
平
成
二
十
七
年
中
の
議
会
で
採
択

し
市
長
に
送
付
し
た
請
願
二
件
に
つ

い
て
、 

そ
の
処
理
経
過
と
結
果
の
報

告
が
今
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
七

谷
小
学
校
に
特
別
支
援
学
級
を
設
置

す
る
。

加
茂
市
立
七
谷
小
学
校
に
特
別
支
援

学
級
の
設
置
を
求
め
る
請
願

　
人
工
芝
に
張
り
替
え
る
た
め
に
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、 

市
の

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の

総
括
質
疑
を
行
う
た
め
の
連
合
審
査

会
を
三
月
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、 

そ
の
後
、 

各
議
案
に
つ
い
て
、 

総
括
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
〈
２
　
月
〉

５
日
　
県
議
長
会
定
期
総
会
（
柏
崎
）

10
日
　
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
行
政

　
　
　
視
察
（
見
附
）

　
　
　
・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
　
ー
事
業
、
中
越
福
祉
事
務

　
　
　
　
組
合
ま
ご
こ
ろ
学
園
・
ま

　
　
　
　
ご
こ
ろ
寮

16
日
　
各
派
交
渉
会

17
日
　
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員

　
　
　
会
（
東
京
）

23
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
〈
３
　
月
〉

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
〜
23
日
　
定
例
市
議
会

　
　
〈
４
　
月
〉

22
日
　
月
例
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

25
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

27
・
28
日
　
北
信
越
議
長
会
定
期
総

　
　
　
会
（
松
本
）

　
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
議
会
改
革

特
別
委
員
会
は
、
四
点
の
改
革
項
目

に
つ
い
て
、
議
長
に
実
施
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
議
長

は
議
会
運
営
委
員
会
に
実
施
の
可
否

等
を
諮
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
検

討
後
、
一
月
二
十
二
日
に
そ
の
結
果

を
議
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
長
の
報
告
を
受
け
た

後
、
四
点
の
改
革
項
目
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
そ
の
実
施
に
つ

い
て
、
議
長
か
ら
三
月
定
例
会
会
期

中
に
全
議
員
へ
説
明
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
三
月
十
日
連
合
審
査

会
終
了
後
、
説
明
会
開
催
）

　
四
点
の
改
革
項
目

一
、
八
月
の
議
員
間
討
論
会
開
催

二
、
議
長
交
際
費
の
公
開

三
、
政
務
活
動
費
の
公
開

四
、
議
案
の
賛
否
公
開 

（
今
回
第
一

九
二
号
議
会
だ
よ
り
か
ら
実
施
。
七

ペ
ー
ジ
参
照
）

　
さ
ら
に
、
四
月
二
十
二
日
に
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
追
加
改
革
事
項

の
集
約
表
を
も
と
に
内
容
の
協
議
と

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
五
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、 

県
立
加
茂
病
院
改
築
事
業

庭
球
場
の
整
備
（
人
工
芝
）
を
求
め

る
請
願

　
ま
た
、 

本
会
議
休
憩
中
に
医
療
問

題
特
別
委
員
会
及
び
議
会
改
革
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、 

医
療
問
題
特
別

委
員
会
副
委
員
長
に
、 

安
武
秀
敏
議

員
を
、 

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

長
に
大
平
一
貴
議
員
、 

副
委
員
長
に

白
川
克
広
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
動
き

連 

合 

審 

査 

会

議 

会 

日 

誌

　
四
月
二
十
二
日
に
月
例
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
新
加
茂
病
院
建
設
に

つ
い
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

全 

員 

協 

議 

会

に
つ
い
て
、 

及
び
今
後
の
委
員
会
の

進
め
方
に
つ
い
て
を
協
議
し
ま
し
た
。

記
事
の
訂
正

　
第
一
八
九
号
、　
八
ペ
ー
ジ
の

5
月
臨
時
会
議
決
状
況
一
覧
表

中
、議
員
提
出
議
案
と
あ
り
ま
し

た
が
、 

正
し
く
は
市
長
提
出
議
案

で
し
た
の
で
、 

訂
正
し
て
、 

お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
定
例
会
は

6
月
21
日
㈫
か
ら
開
催
の

予
定
で
す
。

平成 2 8 年度予算決まる
国保税条例改正など可決
5 人が一般質問に登壇
議 案、請 願 審 議 結 果
新たに賛否の状況を掲載
委 員 会 の 審 査 か ら

⑵
⑶
⑷
⑹
⑺
⑺

満開の桜のもと、新年度スタート
おだやかな日差しの中、桜は満開
でした。

（4月9日　大登橋から市役所方面を望む）
おのぼり

た
後
、
事
務
に
関
す
る
説
明
書
の
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
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定
例
会
日
程

　
予
算
議
会
と
も
い
わ
れ
る
三
月
定
例
市
議
会
は
、 

八
日
に
招
集
さ
れ
二
十
三
日
ま
で

会
期
十
六
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
定
例
会
で
は
、 

総
額
二
百
三
十
億
円
と
な
る

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
と
水
道
事
業
会
計
予
算
を
は
じ
め
、 

条
例

の
制
定
及
び
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
三
十
八
件
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
、 

す
べ
て
承

認
、 

原
案
可
決
、 

同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、 

議
員
提
出
の
条
例
の
一
部
改
正
一
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
施
政
方
針
演
説
で
、 「
加
茂

病
院
問
題
と
信
濃
川
河
川
敷
の
果
樹

園
問
題
の
二
つ
の
大
問
題
を
加
茂
市

の
要
望
ど
お
り
に
解
決
し
た
。 

平
成
二

十
八
年
度
予
算
は
、 

そ
の
成
果
の
上
に

立
っ
て
、 

市
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人

を
最
大
限
に
お
幸
せ
に
す
る
希
望
あ

ふ
れ
る
黒
字
の
予
算
で
あ
り
ま
す
。 

一

億
二
千
五
百
万
円
の
大
幅
な
黒
字
予

算
に
よ
り
、 

貯
金
的
基
金
は
二
十
八
年

度
当
初
の
七
千
六
百
万
円
か
ら
年
度

末
に
は
二
億
百
万
円
ま
で
増
加
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。 

病
児
保
育
施
設
の

実
現
、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、 

新
町
雁
木
通
り
商
店
街
の
整
備

な
ど
を
進
め
、 

高
い
水
準
の
市
政
を
堅

持
し
て
行
き
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と

六
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総

額
は
、 

二
百
三
十
億
一
千
六
十
二
万
円

で
、 

前
年
度
よ
り
〇
・
四
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　
三
月
十
一
日
と
十
四
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地（
赤
谷
公
園
）

の
現
地
視
察
を
行
っ
た
後
、 

一
般
会

計
予
算
な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
七
件

に
つ
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、 

一
般
会
計

予
算
の
う
ち
所
管
の
部
分
を
除
く
六

件
に
つ
い
て
は
、 

特
に
意
見
・
要
望

を
付
す
こ
と
も
な
く
、 

い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、 

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
所

管
の
部
分
に
つ
い
て
は
、 

質
疑
、 

討

論
が
な
さ
れ
、 

起
立
採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
三
月
十
七
日
と
十
八
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

一
般
会
計
予
算
な

ど
付
託
さ
れ
た
議
案
九
件
に
つ
い

て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、 

特
に
意
見
・
要
望

を
付
す
こ
と
も
な
く
、 

す
べ
て
全
会

一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
三
月
十
五
日
と
十
六
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

一
般
会
計
予
算
な

ど
付
託
さ
れ
た
議
案
十
一
件
に
つ
い

て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、 

一
般
会
計
予
算
の

う
ち
所
管
の
部
分
を
除
く
十
件
に
つ

い
て
は
、 

特
に
意
見
・
要
望
を
付
す

こ
と
も
な
く
、 

い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、 

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
所

管
の
部
分
に
つ
い
て
は
、 

質
疑
、 

討

論
が
な
さ
れ
、 

起
立
採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
予
算
規
模
は
、 

百
三
十
三
億
七
千

百
万
円
で
、 

前
年
度
よ
り
〇
・
九
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、 

民
生
費
が
四

十
一
億
二
百
六
十
九
万
九
千
円
で
、全

体
の
三
〇
・
七
％
を
占
め
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
総
額

は
、 

三
十
四
億

四
千
九
百
二
十
八
万
八
千
円
で
、 

前
年

度
よ
り
一
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

保
険
給
付
費

二
十
億
七
千
七
百
八
万
八
千
円
な
ど

で
す
。

　
予
算
の
総
額

は
三
億
四
千
九

百
四
十
二
万
円
で
、 
前
年
度
と
同
額
で

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 
用
地
購
入
費

三
億
円
な
ど
で
す
。

　
予
算
の
総

額
は
、 

十
九

億
九
千
五
十
一
万
三
千
円
で
、 

前
年
度

よ
り
三
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
予
算

の
総
額

は
二
億
七
千
六
百
十
万
一
千
円
で
、 

前

年
度
よ
り
、 

四
・
〇
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
二
億
六
千
三

百
二
十
六
万
一
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容

は
、補
助
事
業
四
億
円

な
ど
で
す
。

　
予

算
の

総
額

は
三
十
億
二
千
七
百
五

十
二
万
四
千
円
で
前
年

度
よ
り
、 

一・五
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

保
険
給
付

費
二
十
九
億
三
千
二
百
七
十
八
万
七

千
円
な
ど
で
す
。

　
予
算
の
総
額
は
、 

五
億
四
千
六
百

七
十
七
万
四
千
円
で
、 

前
年
度
よ
り
、

一・八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

訪
問
介
護

事
業
費
二
億
三
千
六
百
三
十
一
万
八

千
円
な
ど
で
す
。 

　
収
益
的
収

支
で
は
、 

八
千

九
百
八
十
一
万
五
千
円
の
当
期
純
利

益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、資
本
的
収
支
で
は
、 

一
億
二

千
三
百
八
十
一
万
三
千
円
の
不
足
額

が
生
じ
ま
す
が
、 

こ
れ
は
、損
益
勘
定

　
最
終
日
、 

加
茂
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
議
員
提

出
さ
れ
、 

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、 

教
育
委
員
会
委
員
長
が
廃
止
さ

れ
、 

教
育
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、 

所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計

国
保
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

宅
造
特
別
会
計

下
水
道
特
別
会
計

介
護
保
険

特
別
会
計

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

議
員
提
出
の
条
例
改
正

　各常任委員会に付託された議案、請
願は、3 月 11 日から 18 日の間に各常
任委員会を開いて慎重に審査した結果、
議案はすべて原案可決、請願は採択す
べきものと決まり、最終日の本会議へ
報告されました。

　
ま
た
、 

県
央
医
師
会
応
急
診
療
所

へ
の
参
加
を
求
め
る
請
願
は
、 

紹
介

議
員
の
説
明
の
後
、 

審
査
を
行
い
、

趣
旨
妥
当
と
し
て
、 

全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会の現地視察（3月11日　赤谷公園）

審査中の総務文教常任委員会（3月17日）

留
保
資
金
な
ど
に
よ
り
補
て
ん
す
る

も
の
で
す
。

　 国 民 健 康 保 険
　 後 期 高齢者医療
　 宅 地 造 成 事 業
　 下 水 道 事 業
　 介 護 保 険
　 在宅介護サービス事業

一　　般　　会　　計

水  道  事  業  会  計
合　　　  計

特

　別

　会

　計
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定
例
会
最
終
日
の

本
会
議
で
、
三
月
三

十
一
日
に
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
教
育
長
に
、
殖
栗
敏
夫
氏
（
長
岡

市
、
63
歳
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、

西
村
國
一
氏
（
千
刈
二
、
60
歳
）
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
七

号
補
正
で
、 

道
路

除
雪
費
二
千
万
円

を
増
額
し
、 
財
政

　
行
政
不
服
審
査
会

設
置
条
例
は
、 

行
政

不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、 
審
査
請

求
が
あ
っ
た
際
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
市
長
の
附
属
機
関
の
設
置
の
条

例
で
す
。

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
は
、 

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、 

国
で
定
め
て

い
た
基
準
を
市
の
条
例
で
定
め
る
も
の

で
す
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
、 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
は
、 

い
ず
れ
も
、 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、 

国
で
定
め
て
い
た
基
準
を
市
の
条

例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
は
、 

改

正
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
文
言
の
修
正
等
、 

所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

全員協議会で追加議案の補足説明を聞く（3月23日）

国道403号三条北バイパス一部開通式（3月30日）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
な
ど
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
な
ど
可
決

　
平
成
二
十
八
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算
を
除
く
市
長

提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般

会
計
は
、

奨
学
資
金
貸
付
金
二
百
五
十
三
万
二

千
円
を
増
額
し
、財
政
調
整
基
金
積
立

　
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
は
、

毎
年
続
い
て
い
る
赤
字
の
解
消
を
図

る
た
め
、 

や
む
を
得
ず
国
民
健
康
保

険
税
を
一
人
当
た
り
九
・
八
％
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
、 

教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
各
一
部
改
正
は
、 

地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、 

所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
、 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
各
一
部
改
正
は
、 
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、 

議
員
、特
別
職
及
び
教
育

長
の
手
当
、 

一
般
職
員
の
手
当
及
び

月
例
給
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、 
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
各
一
部
改

正
は
、 

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
奨
学
資
金
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

は
、 

修
学
資
金
に
困
窮
し
て
い
る
学

生
に
対
す
る
増
額
貸
付
け
分
を
さ
ら

に
増
額
し
、 

就
学
機
会
の
増
加
を
図

る
た
め
の
改
正
で
す
。

金
を
同
額
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、 

資
本
的
収
支
の

支
出
で
県
道
白
根
黒
埼
線
老
朽
管
布

設
替
事
業
費
三
千
万
円
を
増
額
し
、 

そ

の
財
源
と
し
て
企
業
債
三
千
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般

会
計
は
、

八
号
補
正
で
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
費
一
億
一
千
八
百
三
十
六
万
八

千
円
な
ど
を
増
額
、 

九
号
補
正
で
給
与

等
改
定
所
要
額
一
千
九
十
二
万
一
千

円
な
ど
を
増
額
、 

十
号
補
正
で
地
方
創

生
加
速
化
事
業
費
八
千
九
百
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
結
果
、 

予

算
の
総
額
は
百
四
十
億
七
十
一
万
八

千
円
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、 

国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
い
ず
れ
も
、 

給

与
等
改
定
所
要
額
で
、 

そ
れ
ぞ
れ
三

十
万
八
千
円
、 

四
万
三
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。 

下
水
道
事
業
は
、 

三
号
補
正
で
年
度
内
に
事
業
が
完
了

し
な
い
見
込
み
の
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
、 

繰
越
明
許
費
を
設
定
す

る
も
の
で
す
。 

四
号
補
正
で
給
与
等

改
定
所
要
額
三
十
万
五
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。 

介
護
保
険
は
、 

三

号
補
正
で
保
険
給

付
費
八
千
三
十
九

万
八
千
円
、 

四
号

補
正
で
給
与
等
改

定
所
要
額
三
十
九

万
二
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
も

の
で
す
。 

在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

水
道
事
業
会
計
の

い
ず
れ
も
、 

給
与

等
改
定
所
要
額
で
、

そ
れ
ぞ
れ
二
十
一

万
四
千
円
、 

三
十

七
万
五
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

調
整
基
金
積
立
金
を
同
額
減
額
す
る

も
の
で
す
。

殖
栗
教
育
長
再
任
に
同
意

条
例
制
定

条
例
改
正

二
十
八
年
度
補
正
予
算

二
十
七
年
度
補
正
予
算

専
決
処
分

人
　
　事

 

３月定例会 議案等審議結果 
議案番号 件        名 結 果 

議 員 提 出 議 案 

1 市議会委員会条例の一部改正 原案可決 
市 長 提 出 議 案 

4 専決処分の承認（27年度一般会計補正予算第７号） 承  認 
5 ２８年度一般会計予算 原案可決 
6 ２８年度国民健康保険特別会計予算 原案可決 
7 ２８年度後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 
8 ２８年度宅地造成事業特別会計予算 原案可決 
9 ２８年度下水道事業特別会計予算 原案可決 
10 ２８年度介護保険特別会計予算 原案可決 
11 ２８年度在宅介護サービス事業特別会計予算 原案可決 
12 ２８年度水道事業会計予算 原案可決 
13 ２７年度一般会計補正予算（第８号） 原案可決 
14 ２７年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決 
15 ２７年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 
16 ２７年度一般会計補正予算（第９号） 原案可決 
17 ２７年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
18 ２７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 
19 ２７年度下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
20 ２７年度介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
21 ２７年度在宅介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 
22 ２７年度水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 
23 行政不服審査会設置条例の制定 原案可決 
24 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
25 放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
26 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
27 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 原案可決 
28 非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決 
29 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正 原案可決 
30 特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 
31 職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 
32 職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 
33 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正 原案可決 
34 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 原案可決 
35 国民健康保険税条例の一部改正 原案可決 
36 教育長の任命（殖栗敏夫氏） 同  意 
37 人権擁護委員候補者の推薦（西村國一氏） 同  意 
38 ２８年度水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 
39 ２７年度一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 
40 奨学資金貸付けに関する条例の一部改正 原案可決 
41 ２８年度一般会計補正予算（第１号） 原案可決 

 
請願第１号 県央医師会応急診療所への参加を求める請願 採  択 

提 出 さ れ た 請 願



質
問
　
①
　
人
口
減
少
対

策
に
、 

加
茂
市
で
も
、 

福

島
県
矢
祭
町
の
よ
う
に
、

保
育
料
の
軽
減
、 

第
一
子

か
ら
の
誕
生
祝
金
な
ど
予

算
を
付
け
る
事
と
、 

岡
山

県
奈
義
町
の
よ
う
に
広
報

を
丁
寧
に
行
い
、 

多
く
の

子
供
を
産
ん
で
も
大
丈
夫

と
の
雰
囲
気
を
つ
く
れ
ば
、

出
生
数
、 

合
計
特
殊
出
生

率
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。 

市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

②
　
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広

場
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。

保
護
者
の
間
に
は
、 

土
曜

日
も
開
け
て
欲
し
い
、 

お

も
ち
ゃ
も
増
や
し
て
欲
し

い
と
の
声
が
あ
る
。 

あ
そ

び
の
広
場
の
予
算
を
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

H28.  4. 30 第192号 ⑷H28.  4. 30⑸ 第192号

人口減少対策について
YＯ1998 大  平  一  貴

質
問
　
①
　
県
央
医
師
会

応
急
診
療
所
は
、 

平
成
二

十
一
年
四
月
に
開
設
さ
れ

た
。 

施
設
整
備
費
を
分
担

し
た
三
条
、  

燕
、  

田
上
、

弥
彦
の
四
市
町
村
長
の
連

名
で
、 

加
茂
市
に
対
し
、 

構
成
市
町
村
へ
の
参
加
と
、

応
分
の
負
担
を
求
め
る
要

請
が
あ
っ
た
。 

今
回
で
四

度
目
の
要
請
で
あ
る
。 

今

こ
そ
、 

構
成
市
町
村
に
参

加
し
応
分
の
負
担
を
し
て

は
ど
う
か
。 （
以
下
、 

選
挙

管
理
委
員
長
へ
の
質
問
）

②
　
新
た
に
有
権
者
に
な

る
若
い
世
代
の
選
挙
権
行

使
の
た
め
の
環
境
整
備
は

ど
う
か
。

③
　
高
齢
等
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
へ
の
対
応
策
は
。　
④
　

投
票
所
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。  

ま
た
、 

期
日
前
投
票
所
を
複
数
設
置
し
て
は
ど

う
か
。　
⑤
　
共
通
投
票
所
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。　
⑥
　
若
い
人
を
立
会

人
に
し
て
は
ど
う
か
。　
⑦
　
投
票
時

間
を
繰
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。　
⑧
　

昨
年
の
選
挙
用
費
の
収
支
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
弁
　
①
　
本
来
、 

応
急
診
療
所
は
加

茂
市
民
に
と
っ
て
、 

改
築
な
ど
全
く
必

要
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
、 

県
央
医
師
会
と
加
茂
市
の
間
に
は
、 

改

築
費
を
出
す
契
約
も
な
い
。 

三
条
市
長

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
三
条
に
つ
く

質
問
　
①
　
今
、 

認
知
症
は
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。 

加
茂
市
に
お
い

て
も
様
々
な
認
知
症
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、 

以
下
を
お
尋
ね
す
る
。

加
茂
市
は
ど
の
よ
う
に
認
知
症
患
者

を
把
握
し
て
い
る
か
、 

ま
た
、 

現
在

の
患
者
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。 

次
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、 

養
成
等
し

て
い
る
か
。 

認
知
症
は
早
期
発
見
が

大
事
で
あ
る
。 

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
サ
イ
ト
な
ど
を
公
開
し
て
は
ど
う

か
。 

ま
た
、 

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。 

地
域
の
見
守
り
と

し
て
、 

徘
徊
者
早
期
発
見
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
、 

徘
徊
者
と
す
ぐ
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
①
　
加
茂
市
に
お
い
て
は
、 

加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、 

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
が
、 

現
在
、 

い
わ
ゆ
る
認
知
症
の
方
は
、 

千
百
八

県央医師会応急診療所について
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般
質
問

一
般
質
問

市
政
の
内
容
を
聞
く

答
弁
　
①
　
人
口
減
少
対
策
は
、 

国

が
行
う
べ
き
で
あ
る
根
本
的
な
政
策

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、 

地
方
自
治
体

が
何
か
や
る
と
い
っ
て
も
、 

た
い
し

た
こ
と
は
で
き
な
い
。 

加
茂
市
は
財

政
上
の
制
約
は
あ
る
が
、 

万
般
に
わ

た
り
、 

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

政
を
心
が
け
て
き
た
。

②
　
清
掃
の
関
係
か
ら
週
一
回
の
休

館
日
は
必
要
。 

利
用
者
の
方
に
休
館

日
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た

が
、 

六
割
の
方
が
、 

現
状
の
土
曜
日

を
希
望
し
た
。 

次
が
、 

日
曜
日
で

あ
っ
た
。 

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。 

お
も
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、 

平
成
二
十

三
年
に
、 

国
の
お
金
を
利
用
し
て
百

万
円
ほ
ど
購
入
し
た
。 

広
場
で
は
、 

利
用
者
の
年
齢
も
考
え
、 

常
時
す
べ

て
の
お
も
ち
ゃ
を
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、 

少
な
く
見
え
た
の

で
は
な
い
か
。 

予
算
の
増
額
に
つ
い

て
は
、 

現
状
、 

要
望
や
苦
情
も
出
て

い
な
い
中
で
増
額
は
、 

今
の
と
こ
ろ

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

水
道
管
の
老
朽
化
に
伴
う
布
設
替
事
業
に
つ
い
て

大
志
の
会

滝  

沢  

茂  

秋
議
員

国
民
健
康
保
険
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

大
志
の
会

浅  

野  

一  

明
議
員

認
知
症
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
明
党

三  

沢  

嘉  

男
議
員

質
問
　
①
　
昨
年
末
、 

須
田
地
区
で
、

合
計
五
回
の
水
道
管
破
裂
事
故
が

発
生
し
た
。 

そ
の
対
応
と
修
繕
費
用

は
ど
の
程
度
か
か
っ
た
の
か
。 

そ
の

た
め
、須
田
地
区
区
長
会
か
ら
要
望

書
が
出
た
と
の
こ
と
だ
が
、 
そ
の
回

答
の
内
容
を
尋
ね
る
。 

新
年
度
の
水

道
会
計
予
算
に
、 

老
朽
管
布
設
替
事

業
と
し
て
四
千
五
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。 

工
事
概
要
を
尋
ね
る
。

②
　
市
内
小
中
学
校
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。 

近
年
、 

夏

季
に
三
十
五
度
以
上
の
酷
暑
と
な

り
、 

熱
中
症
の
危
険
も
あ
る
。 

学
校

に
、エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
と
の
要
望

が
あ
る
が
、 

設
置
の
考
え
は
な
い
か
。 

ま
た
、校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、 

各

学
校
か
ら
の
修
繕
要
望
は
多
い
。 

そ

れ
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
弁
　
①
　
今
回
の
須
田
地
区
の

破
裂
事
故
は
、 

い
ず
れ
も
内
径
百
二

十
五
㍉
の
石
綿
管
で
あ
る
。 

破
裂
の

原
因
と
し
て
は
、 

水
道
を
使
用
し
て

い
る
昼
間
と
、 

使
用
し
て
い
な
い
夜

間
の
、 

水
圧
の
変
動
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。 

修
繕
費
は
五
箇
所
で
約

二
百
八
十
万
円
で
あ
る
。 

区
長
会
の

要
望
を
受
け
、 

新
年
度
予
算
と
追
加

の
補
正
予
算
で
、 

総
計
八
百
五
十
三

㍍
の
布
設
が
え
を
行
う
。

②
　
現
在
、 

市
内
十
二
の
全
小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
経
費

を
試
算
中
で
あ
る
。 

ざ
っ
と
二
億
円

か
か
る
の
で
は
な
い
か
。 

で
き
る
だ

け
早
く
補
正
予
算
を
出
し
、 

二
十
九

年
度
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。 

修
繕
要

望
に
つ
い
て
は
、 

現
場
を
確
認
し
、 

安
全
面
を
第
一
に
考
え
て
修
繕
の

必
要
性
を
判
断
し
、 

本
当
に
必
要
な

と
こ
ろ
は
、 

厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
で
も
修
繕
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。

質
問
　
①
　
平
成
二
十
八
年
度
当
初

予
算
編
成
方
針
で
、 
国
民
健
康
保
険

税
値
上
げ
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、 
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、 

国
民
健
康

保
険
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。 

一
つ
目
は
、 

平
均
保
険
税
で

九
・
八
％
の
増
額
と
の
こ
と
だ
が
、 

具

体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
説
明
願
い

た
い
。 

二
つ
目
は
、保
険
税
増
額
抑
制

の
た
め
、 

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
と
い
う
方
法
も
あ
る
。 

そ

の
考
え
は
な
い
か
。 

三
つ
目
は
、 

来
年

度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の

歳
入
で
、 

保
険
税
額
が
、 

値
上
げ
を
織

り
込
ん
で
い
る
の
に
、 

な
ぜ
、 

前
年
比

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
①
　
平
成
二
十
八
年
度
に
保

険
税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、

平
均
世
帯
人
員
が
一
・
七
人
で
あ
る
の

で
、 

二
人
世
帯
と
し
、 

軽
減
世
帯
が
多

い
の
で
、 

七
割
軽
減
を
受
け
て
い
る

と
し
た
場
合
、 

値
上
げ
に
よ
り
、 

年
間

二
千
七
百
円
、 

一
人
当
た
り
千
三
百

五
十
円
の
値
上
げ
と
な
る
。 

こ
れ
が

五
割
軽
減
世
帯
だ
と
、 

一
人
当
た
り

四
千
六
百
円
と
な
る
。 

次
に
、 

法
定
外

繰
り
入
れ
で
あ
る
が
、 

今
回
の
値
上

げ
は
、 

こ
れ
以
上
赤
字
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

平

成
三
十
年
度
に
は
、 

県
が
国
保
を
所

管
す
る
こ
と
に
な
る
が
、 

一
応
そ
の

時
ま
で
様
子
を
み
る
の
が
よ
い
と

思
っ
て
い
る
。 

次
に
、 

来
年
度
予
算
で
、 

値
上
げ
す
る
の
に
前
年
度
よ
り
国
保

税
の
予
算
額
が
減
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
か
で
あ
る
が
、 

加
入
者
の
減
少

等
が
、 

予
算
の
見
込
み
を
上
回
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、

六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

　
図
書
館
、勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、か
も
川
荘
、ゆ
き
つ
ば
き

荘
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、行
政
視
察
報
告
に
つ

い
て
も
、会
議
録
と
同
じ
場
所

で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、視
察
報
告
は
、市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
ら

ん
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
会
議
録
で

3月定例本会議

三
月
定
例
会
で
は
初
日

　か
ら
五
人
の
議
員
が

　
　

 

一般
質
問
を
行
い
市
政

　
　
　全
般
に
つい
て
の
所
見
や

　
　

 

執
行
状
況
を
問
い
た
だ

　し
ま
し
た
。そ
の
要
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ろ
う
と
し
て
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
茂
市
が
参
加
し
て
い
た
場
合
、 

約
三

千
万
円
の
負
担
が
予
定
さ
れ
、 

診
療
所

の
機
材
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
に
し
よ

う
と
す
れ
ば
、 

さ
ら
に
莫
大
な
金
が
か

か
る
。 

こ
の
診
療
所
は
、 

県
央
の
医
師

会
が
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、 

も
と
も

と
市
町
村
は
お
金
を
出
し
て
お
ら
ず
、

現
在
も
出
し
て
い
な
い
。 （
②
以
下
に

つ
い
て
は
、答
弁
な
し
）

十
人
い
る
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、 

平
成
二
十
年
度
か
ら
養

成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。 

早
期
発

見
に
つ
い
て
は
、 

六
十
五
歳
以
上
の

方
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、 

そ

の
中
に
、 

簡
単
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

認

知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、様
々
な
そ

れ
に
か
わ
る
よ
う
な
も
の
を
実
施
し

て
い
る
。 

見
守
り
体
制
で
あ
る
が
、 

徘
徊
者
対
策
と
し
て
、 

行
政
機
関
、 

郵
便
局
、 

タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
と
協

力
し
、 「
は
い
か
い
シ
ル
バ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
、 

早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。 

徘
徊
者
早
期
発
見
ス

テ
ッ
カ
ー
で
あ
る
が
、 

安
易
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
と
い
う
こ
と
は
、 

認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
、 

他
人
に
周

知
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、 

個
人
の
尊

厳
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
る
。

6
月
定
例
会

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
次
回
の
市
議
会
定
例
会
は
、 

六
月
二
十
一
日
か
ら
開
催
の
予
定
で
す
。

　
市
議
会
の
傍
聴
は 

、皆
さ
ん
が
選
ん
だ
議
員
が
、 

ど
の
よ
う
に
市
議
会
で

活
動
し
て
い
る
か
、 

直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
身
近
な
方
法
で
す
。

　
市
政
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、 

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
傍
聴
さ
れ
る
と
き
は
、 

傍
聴
席
入
口
の
受
付
簿
に
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

注
意
書
き
を
一
読
い
た
だ
き
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
開
催
日
時
や
議
案
・
一
般
質
問
の
要
旨
等
は
決
ま
り
次
第
、 

市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、 

議
場
内
の
発
言
に
対
し
声
を
出
し
た
り
、 

拍
手
、 

示
威
的
行
為
な

ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

3月定例本会議（3月9日）



質
問
　
①
　
人
口
減
少
対

策
に
、 

加
茂
市
で
も
、 

福

島
県
矢
祭
町
の
よ
う
に
、

保
育
料
の
軽
減
、 

第
一
子

か
ら
の
誕
生
祝
金
な
ど
予

算
を
付
け
る
事
と
、 

岡
山

県
奈
義
町
の
よ
う
に
広
報

を
丁
寧
に
行
い
、 

多
く
の

子
供
を
産
ん
で
も
大
丈
夫

と
の
雰
囲
気
を
つ
く
れ
ば
、

出
生
数
、 

合
計
特
殊
出
生

率
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。 

市
長

の
考
え
は
ど
う
か
。

②
　
乳
幼
児
あ
そ
び
の
広

場
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
。

保
護
者
の
間
に
は
、 

土
曜

日
も
開
け
て
欲
し
い
、 

お

も
ち
ゃ
も
増
や
し
て
欲
し

い
と
の
声
が
あ
る
。 

あ
そ

び
の
広
場
の
予
算
を
増
や

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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質
問
　
①
　
県
央
医
師
会

応
急
診
療
所
は
、 

平
成
二

十
一
年
四
月
に
開
設
さ
れ

た
。 

施
設
整
備
費
を
分
担

し
た
三
条
、  

燕
、  

田
上
、

弥
彦
の
四
市
町
村
長
の
連

名
で
、 
加
茂
市
に
対
し
、 

構
成
市
町
村
へ
の
参
加
と
、

応
分
の
負
担
を
求
め
る
要

請
が
あ
っ
た
。 

今
回
で
四

度
目
の
要
請
で
あ
る
。 
今

こ
そ
、 

構
成
市
町
村
に
参

加
し
応
分
の
負
担
を
し
て

は
ど
う
か
。 （
以
下
、 

選
挙

管
理
委
員
長
へ
の
質
問
）

②
　
新
た
に
有
権
者
に
な

る
若
い
世
代
の
選
挙
権
行

使
の
た
め
の
環
境
整
備
は

ど
う
か
。

③
　
高
齢
等
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
へ
の
対
応
策
は
。　
④
　

投
票
所
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。  

ま
た
、 

期
日
前
投
票
所
を
複
数
設
置
し
て
は
ど

う
か
。　
⑤
　
共
通
投
票
所
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。　
⑥
　
若
い
人
を
立
会

人
に
し
て
は
ど
う
か
。　
⑦
　
投
票
時

間
を
繰
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。　
⑧
　

昨
年
の
選
挙
用
費
の
収
支
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
弁
　
①
　
本
来
、 

応
急
診
療
所
は
加

茂
市
民
に
と
っ
て
、 

改
築
な
ど
全
く
必

要
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
、 

県
央
医
師
会
と
加
茂
市
の
間
に
は
、 

改

築
費
を
出
す
契
約
も
な
い
。 

三
条
市
長

が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
三
条
に
つ
く

質
問
　
①
　
今
、 

認
知
症
は
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。 

加
茂
市
に
お
い

て
も
様
々
な
認
知
症
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、 

以
下
を
お
尋
ね
す
る
。

加
茂
市
は
ど
の
よ
う
に
認
知
症
患
者

を
把
握
し
て
い
る
か
、 

ま
た
、 

現
在

の
患
者
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。 

次
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、 

養
成
等
し

て
い
る
か
。 

認
知
症
は
早
期
発
見
が

大
事
で
あ
る
。 

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
サ
イ
ト
な
ど
を
公
開
し
て
は
ど
う

か
。 

ま
た
、 

認
知
症
カ
フ
ェ
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
。 

地
域
の
見
守
り
と

し
て
、 

徘
徊
者
早
期
発
見
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
、 

徘
徊
者
と
す
ぐ
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
①
　
加
茂
市
に
お
い
て
は
、 

加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、 

早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
が
、 

現
在
、 

い
わ
ゆ
る
認
知
症
の
方
は
、 

千
百
八

県央医師会応急診療所について
YＯ1998 安  武  秀  敏 議員議員 一

般
質
問

一
般
質
問

市
政
の
内
容
を
聞
く

答
弁
　
①
　
人
口
減
少
対
策
は
、 

国

が
行
う
べ
き
で
あ
る
根
本
的
な
政
策

が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、 

地
方
自
治
体

が
何
か
や
る
と
い
っ
て
も
、 

た
い
し

た
こ
と
は
で
き
な
い
。 

加
茂
市
は
財

政
上
の
制
約
は
あ
る
が
、 

万
般
に
わ

た
り
、 

日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

政
を
心
が
け
て
き
た
。

②
　
清
掃
の
関
係
か
ら
週
一
回
の
休

館
日
は
必
要
。 

利
用
者
の
方
に
休
館

日
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た

が
、 

六
割
の
方
が
、 

現
状
の
土
曜
日

を
希
望
し
た
。 

次
が
、 

日
曜
日
で

あ
っ
た
。 

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。 

お
も
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、 

平
成
二
十

三
年
に
、 

国
の
お
金
を
利
用
し
て
百

万
円
ほ
ど
購
入
し
た
。 

広
場
で
は
、 

利
用
者
の
年
齢
も
考
え
、 

常
時
す
べ

て
の
お
も
ち
ゃ
を
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、 

少
な
く
見
え
た
の

で
は
な
い
か
。 

予
算
の
増
額
に
つ
い

て
は
、 

現
状
、 

要
望
や
苦
情
も
出
て

い
な
い
中
で
増
額
は
、 

今
の
と
こ
ろ

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

水
道
管
の
老
朽
化
に
伴
う
布
設
替
事
業
に
つ
い
て

大
志
の
会

滝  

沢  

茂  

秋
議
員

国
民
健
康
保
険
の
運
営
方
針
に
つ
い
て

大
志
の
会

浅  

野  

一  

明
議
員

認
知
症
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
明
党

三  

沢  

嘉  

男
議
員

質
問
　
①
　
昨
年
末
、 

須
田
地
区
で
、

合
計
五
回
の
水
道
管
破
裂
事
故
が

発
生
し
た
。 

そ
の
対
応
と
修
繕
費
用

は
ど
の
程
度
か
か
っ
た
の
か
。 

そ
の

た
め
、須
田
地
区
区
長
会
か
ら
要
望

書
が
出
た
と
の
こ
と
だ
が
、 

そ
の
回

答
の
内
容
を
尋
ね
る
。 

新
年
度
の
水

道
会
計
予
算
に
、 

老
朽
管
布
設
替
事

業
と
し
て
四
千
五
百
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。 

工
事
概
要
を
尋
ね
る
。

②
　
市
内
小
中
学
校
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。 

近
年
、 

夏

季
に
三
十
五
度
以
上
の
酷
暑
と
な

り
、 

熱
中
症
の
危
険
も
あ
る
。 

学
校

に
、エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
と
の
要
望

が
あ
る
が
、 

設
置
の
考
え
は
な
い
か
。 

ま
た
、校
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、 

各

学
校
か
ら
の
修
繕
要
望
は
多
い
。 

そ

れ
に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

答
弁
　
①
　
今
回
の
須
田
地
区
の

破
裂
事
故
は
、 

い
ず
れ
も
内
径
百
二

十
五
㍉
の
石
綿
管
で
あ
る
。 

破
裂
の

原
因
と
し
て
は
、 

水
道
を
使
用
し
て

い
る
昼
間
と
、 

使
用
し
て
い
な
い
夜

間
の
、 

水
圧
の
変
動
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。 

修
繕
費
は
五
箇
所
で
約

二
百
八
十
万
円
で
あ
る
。 

区
長
会
の

要
望
を
受
け
、 

新
年
度
予
算
と
追
加

の
補
正
予
算
で
、 

総
計
八
百
五
十
三

㍍
の
布
設
が
え
を
行
う
。

②
　
現
在
、 

市
内
十
二
の
全
小
中
学

校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
経
費

を
試
算
中
で
あ
る
。 

ざ
っ
と
二
億
円

か
か
る
の
で
は
な
い
か
。 

で
き
る
だ

け
早
く
補
正
予
算
を
出
し
、 

二
十
九

年
度
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。 

修
繕
要

望
に
つ
い
て
は
、 

現
場
を
確
認
し
、 

安
全
面
を
第
一
に
考
え
て
修
繕
の

必
要
性
を
判
断
し
、 

本
当
に
必
要
な

と
こ
ろ
は
、 

厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
で
も
修
繕
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。

質
問
　
①
　
平
成
二
十
八
年
度
当
初

予
算
編
成
方
針
で
、 

国
民
健
康
保
険

税
値
上
げ
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、 

年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、 

国
民
健
康

保
険
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。 

一
つ
目
は
、 

平
均
保
険
税
で

九
・
八
％
の
増
額
と
の
こ
と
だ
が
、 

具

体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
説
明
願
い

た
い
。 

二
つ
目
は
、保
険
税
増
額
抑
制

の
た
め
、 

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
と
い
う
方
法
も
あ
る
。 

そ

の
考
え
は
な
い
か
。 

三
つ
目
は
、 

来
年

度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の

歳
入
で
、 

保
険
税
額
が
、 

値
上
げ
を
織

り
込
ん
で
い
る
の
に
、 

な
ぜ
、 

前
年
比

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
①
　
平
成
二
十
八
年
度
に
保

険
税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。 

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、

平
均
世
帯
人
員
が
一
・
七
人
で
あ
る
の

で
、 

二
人
世
帯
と
し
、 

軽
減
世
帯
が
多

い
の
で
、 

七
割
軽
減
を
受
け
て
い
る

と
し
た
場
合
、 

値
上
げ
に
よ
り
、 

年
間

二
千
七
百
円
、 

一
人
当
た
り
千
三
百

五
十
円
の
値
上
げ
と
な
る
。 

こ
れ
が

五
割
軽
減
世
帯
だ
と
、 

一
人
当
た
り

四
千
六
百
円
と
な
る
。 

次
に
、 

法
定
外

繰
り
入
れ
で
あ
る
が
、 

今
回
の
値
上

げ
は
、 

こ
れ
以
上
赤
字
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

平

成
三
十
年
度
に
は
、 

県
が
国
保
を
所

管
す
る
こ
と
に
な
る
が
、 

一
応
そ
の

時
ま
で
様
子
を
み
る
の
が
よ
い
と

思
っ
て
い
る
。 

次
に
、 

来
年
度
予
算
で
、 

値
上
げ
す
る
の
に
前
年
度
よ
り
国
保

税
の
予
算
額
が
減
る
の
は
ど
う
い
う

こ
と
か
で
あ
る
が
、 

加
入
者
の
減
少

等
が
、 

予
算
の
見
込
み
を
上
回
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、

六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

　
図
書
館
、勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
、か
も
川
荘
、ゆ
き
つ
ば
き

荘
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、行
政
視
察
報
告
に
つ

い
て
も
、会
議
録
と
同
じ
場
所

で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、視
察
報
告
は
、市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
ら

ん
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
会
議
録
で

3月定例本会議

三
月
定
例
会
で
は
初
日

　か
ら
五
人
の
議
員
が

　
　

 

一般
質
問
を
行
い
市
政

　
　
　全
般
に
つい
て
の
所
見
や

　
　

 

執
行
状
況
を
問
い
た
だ

　し
ま
し
た
。そ
の
要
点

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ろ
う
と
し
て
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

加
茂
市
が
参
加
し
て
い
た
場
合
、 

約
三

千
万
円
の
負
担
が
予
定
さ
れ
、 

診
療
所

の
機
材
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の
に
し
よ

う
と
す
れ
ば
、 

さ
ら
に
莫
大
な
金
が
か

か
る
。 

こ
の
診
療
所
は
、 

県
央
の
医
師

会
が
運
営
し
て
い
る
も
の
で
、 

も
と
も

と
市
町
村
は
お
金
を
出
し
て
お
ら
ず
、

現
在
も
出
し
て
い
な
い
。 （
②
以
下
に

つ
い
て
は
、答
弁
な
し
）

十
人
い
る
。 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、 

平
成
二
十
年
度
か
ら
養

成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。 

早
期
発

見
に
つ
い
て
は
、 

六
十
五
歳
以
上
の

方
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、 

そ

の
中
に
、 

簡
単
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

認

知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、様
々
な
そ

れ
に
か
わ
る
よ
う
な
も
の
を
実
施
し

て
い
る
。 

見
守
り
体
制
で
あ
る
が
、 

徘
徊
者
対
策
と
し
て
、 

行
政
機
関
、 

郵
便
局
、 

タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
と
協

力
し
、 「
は
い
か
い
シ
ル
バ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で
、 

早
期
発
見
に
努

め
て
い
る
。 

徘
徊
者
早
期
発
見
ス

テ
ッ
カ
ー
で
あ
る
が
、 

安
易
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
と
い
う
こ
と
は
、 

認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
、 

他
人
に
周

知
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、 

個
人
の
尊

厳
を
損
な
う
こ
と
に
も
な
る
。

6
月
定
例
会

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
次
回
の
市
議
会
定
例
会
は
、 

六
月
二
十
一
日
か
ら
開
催
の
予
定
で
す
。

　
市
議
会
の
傍
聴
は 

、皆
さ
ん
が
選
ん
だ
議
員
が
、 

ど
の
よ
う
に
市
議
会
で

活
動
し
て
い
る
か
、 

直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
身
近
な
方
法
で
す
。

　
市
政
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、 

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
傍
聴
さ
れ
る
と
き
は
、 

傍
聴
席
入
口
の
受
付
簿
に
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、

注
意
書
き
を
一
読
い
た
だ
き
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
開
催
日
時
や
議
案
・
一
般
質
問
の
要
旨
等
は
決
ま
り
次
第
、 

市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、 

議
場
内
の
発
言
に
対
し
声
を
出
し
た
り
、 

拍
手
、 

示
威
的
行
為
な

ど
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

3月定例本会議（3月9日）
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定
例
会
最
終
日
の

本
会
議
で
、
三
月
三

十
一
日
に
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
教
育
長
に
、
殖
栗
敏
夫
氏
（
長
岡

市
、
63
歳
）
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、

西
村
國
一
氏
（
千
刈
二
、
60
歳
）
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
七

号
補
正
で
、 

道
路

除
雪
費
二
千
万
円

を
増
額
し
、 

財
政

　
行
政
不
服
審
査
会

設
置
条
例
は
、 

行
政

不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、 

審
査
請

求
が
あ
っ
た
際
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
市
長
の
附
属
機
関
の
設
置
の
条

例
で
す
。

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
は
、 

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
改
正
に
よ
り
、 

国
で
定
め
て

い
た
基
準
を
市
の
条
例
で
定
め
る
も
の

で
す
。

　
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
、 

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
は
、 

い
ず
れ
も
、 

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、 

国
で
定
め
て
い
た
基
準
を
市
の
条

例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

　
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
は
、 

改

正
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
文
言
の
修
正
等
、 

所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
な
ど
で
す
。

全員協議会で追加議案の補足説明を聞く（3月23日）

国道403号三条北バイパス一部開通式（3月30日）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
な
ど
可
決

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
な
ど
可
決

　
平
成
二
十
八
年
度
の
各
会
計
当
初
予
算
を
除
く
市
長

提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般

会
計
は
、

奨
学
資
金
貸
付
金
二
百
五
十
三
万
二

千
円
を
増
額
し
、財
政
調
整
基
金
積
立

　
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
は
、

毎
年
続
い
て
い
る
赤
字
の
解
消
を
図

る
た
め
、 

や
む
を
得
ず
国
民
健
康
保

険
税
を
一
人
当
た
り
九
・
八
％
引
き
上

げ
る
も
の
で
す
。

　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
、 

教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
各
一
部
改
正
は
、 

地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、 

所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
、 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
各
一
部
改
正
は
、 

人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、 

議
員
、特
別
職
及
び
教
育

長
の
手
当
、 

一
般
職
員
の
手
当
及
び

月
例
給
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、 

人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
各
一
部
改

正
は
、 

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

い
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
奨
学
資
金
貸
付
け
に
関
す
る
条
例

は
、 

修
学
資
金
に
困
窮
し
て
い
る
学

生
に
対
す
る
増
額
貸
付
け
分
を
さ
ら

に
増
額
し
、 

就
学
機
会
の
増
加
を
図

る
た
め
の
改
正
で
す
。

金
を
同
額
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、 

資
本
的
収
支
の

支
出
で
県
道
白
根
黒
埼
線
老
朽
管
布

設
替
事
業
費
三
千
万
円
を
増
額
し
、 

そ

の
財
源
と
し
て
企
業
債
三
千
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
一
般

会
計
は
、

八
号
補
正
で
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
費
一
億
一
千
八
百
三
十
六
万
八

千
円
な
ど
を
増
額
、 

九
号
補
正
で
給
与

等
改
定
所
要
額
一
千
九
十
二
万
一
千

円
な
ど
を
増
額
、 

十
号
補
正
で
地
方
創

生
加
速
化
事
業
費
八
千
九
百
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
結
果
、 

予

算
の
総
額
は
百
四
十
億
七
十
一
万
八

千
円
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
で
は
、 

国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
い
ず
れ
も
、 

給

与
等
改
定
所
要
額
で
、 

そ
れ
ぞ
れ
三

十
万
八
千
円
、 

四
万
三
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。 

下
水
道
事
業
は
、 

三
号
補
正
で
年
度
内
に
事
業
が
完
了

し
な
い
見
込
み
の
公
共
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
、 

繰
越
明
許
費
を
設
定
す

る
も
の
で
す
。 

四
号
補
正
で
給
与
等

改
定
所
要
額
三
十
万
五
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。 

介
護
保
険
は
、 

三

号
補
正
で
保
険
給

付
費
八
千
三
十
九

万
八
千
円
、 

四
号

補
正
で
給
与
等
改

定
所
要
額
三
十
九

万
二
千
円
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
も

の
で
す
。 

在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

水
道
事
業
会
計
の

い
ず
れ
も
、 

給
与

等
改
定
所
要
額
で
、

そ
れ
ぞ
れ
二
十
一

万
四
千
円
、 

三
十

七
万
五
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

調
整
基
金
積
立
金
を
同
額
減
額
す
る

も
の
で
す
。

殖
栗
教
育
長
再
任
に
同
意

条
例
制
定

条
例
改
正

二
十
八
年
度
補
正
予
算

二
十
七
年
度
補
正
予
算

専
決
処
分

人
　
　事

 

３月定例会 議案等審議結果 
議案番号 件        名 結 果 

議 員 提 出 議 案 

1 市議会委員会条例の一部改正 原案可決 
市 長 提 出 議 案 

4 専決処分の承認（27年度一般会計補正予算第７号） 承  認 
5 ２８年度一般会計予算 原案可決 
6 ２８年度国民健康保険特別会計予算 原案可決 
7 ２８年度後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 
8 ２８年度宅地造成事業特別会計予算 原案可決 
9 ２８年度下水道事業特別会計予算 原案可決 
10 ２８年度介護保険特別会計予算 原案可決 
11 ２８年度在宅介護サービス事業特別会計予算 原案可決 
12 ２８年度水道事業会計予算 原案可決 
13 ２７年度一般会計補正予算（第８号） 原案可決 
14 ２７年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決 
15 ２７年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 
16 ２７年度一般会計補正予算（第９号） 原案可決 
17 ２７年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
18 ２７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 
19 ２７年度下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
20 ２７年度介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 
21 ２７年度在宅介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 
22 ２７年度水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決 
23 行政不服審査会設置条例の制定 原案可決 
24 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
25 放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
26 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 原案可決 
27 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 原案可決 
28 非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決 
29 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正 原案可決 
30 特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正 原案可決 
31 職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 
32 職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決 
33 人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正 原案可決 
34 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 原案可決 
35 国民健康保険税条例の一部改正 原案可決 
36 教育長の任命（殖栗敏夫氏） 同  意 
37 人権擁護委員候補者の推薦（西村國一氏） 同  意 
38 ２８年度水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 
39 ２７年度一般会計補正予算（第１０号） 原案可決 
40 奨学資金貸付けに関する条例の一部改正 原案可決 
41 ２８年度一般会計補正予算（第１号） 原案可決 

 
請願第１号 県央医師会応急診療所への参加を求める請願 採  択 

提 出 さ れ た 請 願



H28.  4. 30 第192号 ⑵H28.  4. 30 ⑺ 第192号

平成28年度予算決まる平成28年度予算決まる平成28年度予算決まる
予算総額
230億円 一般会計0.9％減

定
例
会
日
程

　
予
算
議
会
と
も
い
わ
れ
る
三
月
定
例
市
議
会
は
、 

八
日
に
招
集
さ
れ
二
十
三
日
ま
で

会
期
十
六
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

こ
の
定
例
会
で
は
、 

総
額
二
百
三
十
億
円
と
な
る

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
と
水
道
事
業
会
計
予
算
を
は
じ
め
、 

条
例

の
制
定
及
び
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
三
十
八
件
を
慎
重
に
審
議
の
結
果
、 

す
べ
て
承

認
、 

原
案
可
決
、 

同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、 

議
員
提
出
の
条
例
の
一
部
改
正
一
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
施
政
方
針
演
説
で
、 「
加
茂

病
院
問
題
と
信
濃
川
河
川
敷
の
果
樹

園
問
題
の
二
つ
の
大
問
題
を
加
茂
市

の
要
望
ど
お
り
に
解
決
し
た
。 

平
成
二

十
八
年
度
予
算
は
、 

そ
の
成
果
の
上
に

立
っ
て
、 

市
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人

を
最
大
限
に
お
幸
せ
に
す
る
希
望
あ

ふ
れ
る
黒
字
の
予
算
で
あ
り
ま
す
。 

一

億
二
千
五
百
万
円
の
大
幅
な
黒
字
予

算
に
よ
り
、 

貯
金
的
基
金
は
二
十
八
年

度
当
初
の
七
千
六
百
万
円
か
ら
年
度

末
に
は
二
億
百
万
円
ま
で
増
加
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。 

病
児
保
育
施
設
の

実
現
、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、 

新
町
雁
木
通
り
商
店
街
の
整
備

な
ど
を
進
め
、 

高
い
水
準
の
市
政
を
堅

持
し
て
行
き
ま
す
。」と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と

六
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総

額
は
、 

二
百
三
十
億
一
千
六
十
二
万
円

で
、 

前
年
度
よ
り
〇
・
四
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　
三
月
十
一
日
と
十
四
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地（
赤
谷
公
園
）

の
現
地
視
察
を
行
っ
た
後
、 

一
般
会

計
予
算
な
ど
付
託
さ
れ
た
議
案
七
件

に
つ
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、 

一
般
会
計

予
算
の
う
ち
所
管
の
部
分
を
除
く
六

件
に
つ
い
て
は
、 
特
に
意
見
・
要
望

を
付
す
こ
と
も
な
く
、 
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、 

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
所

管
の
部
分
に
つ
い
て
は
、 

質
疑
、 
討

論
が
な
さ
れ
、 

起
立
採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
三
月
十
七
日
と
十
八
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

一
般
会
計
予
算
な

ど
付
託
さ
れ
た
議
案
九
件
に
つ
い

て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、 

特
に
意
見
・
要
望

を
付
す
こ
と
も
な
く
、 

す
べ
て
全
会

一
致
で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
三
月
十
五
日
と
十
六
日
の
両
日
委

員
会
を
開
催
し
、 

一
般
会
計
予
算
な

ど
付
託
さ
れ
た
議
案
十
一
件
に
つ
い

て
、 

そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
受
け
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、 

一
般
会
計
予
算
の

う
ち
所
管
の
部
分
を
除
く
十
件
に
つ

い
て
は
、 

特
に
意
見
・
要
望
を
付
す

こ
と
も
な
く
、 

い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、 

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
所

管
の
部
分
に
つ
い
て
は
、 

質
疑
、 

討

論
が
な
さ
れ
、 

起
立
採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　
予
算
規
模
は
、 

百
三
十
三
億
七
千

百
万
円
で
、 

前
年
度
よ
り
〇
・
九
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、 

民
生
費
が
四

十
一
億
二
百
六
十
九
万
九
千
円
で
、全

体
の
三
〇
・
七
％
を
占
め
一
番
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
総
額

は
、 

三
十
四
億

四
千
九
百
二
十
八
万
八
千
円
で
、 

前
年

度
よ
り
一
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

保
険
給
付
費

二
十
億
七
千
七
百
八
万
八
千
円
な
ど

で
す
。

　
予
算
の
総
額

は
三
億
四
千
九

百
四
十
二
万
円
で
、 

前
年
度
と
同
額
で

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

用
地
購
入
費

三
億
円
な
ど
で
す
。

　
予
算
の
総

額
は
、 

十
九

億
九
千
五
十
一
万
三
千
円
で
、 

前
年
度

よ
り
三
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
予
算

の
総
額

は
二
億
七
千
六
百
十
万
一
千
円
で
、 

前

年
度
よ
り
、 

四
・
〇
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
二
億
六
千
三

百
二
十
六
万
一
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容

は
、補
助
事
業
四
億
円

な
ど
で
す
。

　
予

算
の

総
額

は
三
十
億
二
千
七
百
五

十
二
万
四
千
円
で
前
年

度
よ
り
、 

一・五
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

保
険
給
付

費
二
十
九
億
三
千
二
百
七
十
八
万
七

千
円
な
ど
で
す
。

　
予
算
の
総
額
は
、 

五
億
四
千
六
百

七
十
七
万
四
千
円
で
、 

前
年
度
よ
り
、

一・八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、 

訪
問
介
護

事
業
費
二
億
三
千
六
百
三
十
一
万
八

千
円
な
ど
で
す
。 

　
収
益
的
収

支
で
は
、 

八
千

九
百
八
十
一
万
五
千
円
の
当
期
純
利

益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、資
本
的
収
支
で
は
、 

一
億
二

千
三
百
八
十
一
万
三
千
円
の
不
足
額

が
生
じ
ま
す
が
、 

こ
れ
は
、損
益
勘
定

　
最
終
日
、 

加
茂
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
議
員
提

出
さ
れ
、 

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、 

教
育
委
員
会
委
員
長
が
廃
止
さ

れ
、 

教
育
長
が
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、 

所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計

国
保
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
特
別
会
計

宅
造
特
別
会
計

下
水
道
特
別
会
計

介
護
保
険

特
別
会
計

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

議
員
提
出
の
条
例
改
正

　各常任委員会に付託された議案、請
願は、3 月 11 日から 18 日の間に各常
任委員会を開いて慎重に審査した結果、
議案はすべて原案可決、請願は採択す
べきものと決まり、最終日の本会議へ
報告されました。

　
ま
た
、 

県
央
医
師
会
応
急
診
療
所

へ
の
参
加
を
求
め
る
請
願
は
、 

紹
介

議
員
の
説
明
の
後
、 

審
査
を
行
い
、

趣
旨
妥
当
と
し
て
、 

全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

産業建設常任委員会の現地視察（3月11日　赤谷公園）

審査中の総務文教常任委員会（3月17日）

留
保
資
金
な
ど
に
よ
り
補
て
ん
す
る

も
の
で
す
。

　 国 民 健 康 保 険
　 後 期 高齢者医療
　 宅 地 造 成 事 業
　 下 水 道 事 業
　 介 護 保 険
　 在宅介護サービス事業

一　　般　　会　　計

水  道  事  業  会  計
合　　　  計

特

　別

　会

　計
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〉
容
内
な
主
〈

　
亀
山
重
光
議
員
の
辞
職
に
よ
り
、 

欠
員
中
の
一
部
事
務
組
合
及
び
特
別

委
員
会
の
人
事
を
三
月
定
例
会
初
日

に
行
い
ま
し
た
。

　
初
め
に
本
会
議
で
、 

加
茂
市
・
田
上

町
消
防
衛
生
組
合
の
議
会
の
議
員
選

挙
を
指
名
推
薦
で
行
い
、 

樋
口
博
務

議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、 

三
条
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
の
議
会
の
議
員
選
挙
を
指

名
推
薦
で
行
い
、 

安
武
秀
敏
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

特別支援学級が設置された七谷小学校

総括質疑を行う連合審査会（3月10日）

請
願
の
処
理
経
過
と
結
果

医
療
問
題
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
　会
　人
　事

　
平
成
二
十
七
年
中
の
議
会
で
採
択

し
市
長
に
送
付
し
た
請
願
二
件
に
つ

い
て
、 
そ
の
処
理
経
過
と
結
果
の
報

告
が
今
議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
七

谷
小
学
校
に
特
別
支
援
学
級
を
設
置

す
る
。

加
茂
市
立
七
谷
小
学
校
に
特
別
支
援

学
級
の
設
置
を
求
め
る
請
願

　
人
工
芝
に
張
り
替
え
る
た
め
に
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、 

市
の

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の

総
括
質
疑
を
行
う
た
め
の
連
合
審
査

会
を
三
月
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、 

そ
の
後
、 

各
議
案
に
つ
い
て
、 

総
括
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
〈
２
　
月
〉

５
日
　
県
議
長
会
定
期
総
会
（
柏
崎
）

10
日
　
社
会
厚
生
常
任
委
員
会
行
政

　
　
　
視
察
（
見
附
）

　
　
　
・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　
　
　
　
ー
事
業
、
中
越
福
祉
事
務

　
　
　
　
組
合
ま
ご
こ
ろ
学
園
・
ま

　
　
　
　
ご
こ
ろ
寮

16
日
　
各
派
交
渉
会

17
日
　
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員

　
　
　
会
（
東
京
）

23
日
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
〈
３
　
月
〉

１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

８
〜
23
日
　
定
例
市
議
会

　
　
〈
４
　
月
〉

22
日
　
月
例
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
議
会
改
革
特
別
委
員
会

25
日
　
医
療
問
題
特
別
委
員
会

27
・
28
日
　
北
信
越
議
長
会
定
期
総

　
　
　
会
（
松
本
）

　
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
議
会
改
革

特
別
委
員
会
は
、
四
点
の
改
革
項
目

に
つ
い
て
、
議
長
に
実
施
の
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
議
長

は
議
会
運
営
委
員
会
に
実
施
の
可
否

等
を
諮
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
検

討
後
、
一
月
二
十
二
日
に
そ
の
結
果

を
議
長
へ
答
申
し
ま
し
た
。

　
二
月
二
十
三
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
長
の
報
告
を
受
け
た

後
、
四
点
の
改
革
項
目
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
そ
の
実
施
に
つ

い
て
、
議
長
か
ら
三
月
定
例
会
会
期

中
に
全
議
員
へ
説
明
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
三
月
十
日
連
合
審
査

会
終
了
後
、
説
明
会
開
催
）

　
四
点
の
改
革
項
目

一
、
八
月
の
議
員
間
討
論
会
開
催

二
、
議
長
交
際
費
の
公
開

三
、
政
務
活
動
費
の
公
開

四
、
議
案
の
賛
否
公
開 
（
今
回
第
一

九
二
号
議
会
だ
よ
り
か
ら
実
施
。
七

ペ
ー
ジ
参
照
）

　
さ
ら
に
、
四
月
二
十
二
日
に
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
追
加
改
革
事
項

の
集
約
表
を
も
と
に
内
容
の
協
議
と

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
四
月
二
十
五
日
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、 

県
立
加
茂
病
院
改
築
事
業

庭
球
場
の
整
備
（
人
工
芝
）
を
求
め

る
請
願

　
ま
た
、 

本
会
議
休
憩
中
に
医
療
問

題
特
別
委
員
会
及
び
議
会
改
革
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、 

医
療
問
題
特
別

委
員
会
副
委
員
長
に
、 

安
武
秀
敏
議

員
を
、 

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

長
に
大
平
一
貴
議
員
、 

副
委
員
長
に

白
川
克
広
議
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
動
き

連 

合 

審 

査 

会

議 

会 

日 

誌

　
四
月
二
十
二
日
に
月
例
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
新
加
茂
病
院
建
設
に

つ
い
て
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

全 

員 

協 

議 

会

に
つ
い
て
、 

及
び
今
後
の
委
員
会
の

進
め
方
に
つ
い
て
を
協
議
し
ま
し
た
。

記
事
の
訂
正

　
第
一
八
九
号
、　
八
ペ
ー
ジ
の

5
月
臨
時
会
議
決
状
況
一
覧
表

中
、議
員
提
出
議
案
と
あ
り
ま
し

た
が
、 

正
し
く
は
市
長
提
出
議
案

で
し
た
の
で
、 

訂
正
し
て
、 

お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
の
定
例
会
は

6
月
21
日
㈫
か
ら
開
催
の

予
定
で
す
。

平成 2 8 年度予算決まる
国保税条例改正など可決
5 人が一般質問に登壇
議 案、請 願 審 議 結 果
新たに賛否の状況を掲載
委 員 会 の 審 査 か ら

⑵
⑶
⑷
⑹
⑺
⑺

満開の桜のもと、新年度スタート
おだやかな日差しの中、桜は満開
でした。

（4月9日　大登橋から市役所方面を望む）
おのぼり

た
後
、
事
務
に
関
す
る
説
明
書
の
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。


